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事務事業評価シート
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）
 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

マイナポータルの供用開始により特定個人情報に関する審議が提出されると考えられるので対
策が必要となる。
個人情報保護評価面からの機能強化が必要である。個人情報の適切な取扱を担保することに
より、市民の知る権利と情報公開制度を維持する必要がある。
「名張市情報公開審査会」と統合し「名張市情報公開・個人情報保護審査会」を設置する。

４．担当室による事務事業の点検

不服申立てに対する迅速な審理を目指していく必要がある。
特定個人情報保護評価との整合が必要である。個人情報の適切な取り扱いを確保し、市民の知る権利と情報公開制度に役立っている。

考察（H.28年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）

一般財源 0 64 233 233 2330 233

地方債

0.30人 0.30人

臨時職員等 0.20人 0.20人 0.20人

0.30人

0.20人

2,590千円 2,590千円 0千円

①+②総事業費 0千円 2,654千円 2,823千円 2,823千円 233千円

0千円 2,590千円

0千円 2,823千円

②概算人件費 0千円 2,590千円

人
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職員 0.30人
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千
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)

その他（　　　）

H.30年度(計画予
算)

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)H.27繰越分 H.28現年分

①直接事業費 64千円 233千円 233千円 233千円

H.28年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.28繰越分 H.29現年分

233千円

市民部 市民相談室 中川　紀代美 情報公開推進費 個人情報保護審査事業

総
合
計
画

政 策 未来につなぐ自立と協働による市政経営 事業目的（めざす効果）

基本施策

事業内容

(H.29)No. 6018 (H.28)No. 6018

事務事業名 個人情報保護審査事業
会計区分 事業コード 024302
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

総務費 情報公開推進事業

担当部局名 担当室名 室長名 総務管理費 （小事業名）

協働のまちづくり 　実施機関が保有する個人情報の正確かつ厳格な管
理を行うことを目的とするとともに、自己の個人情報の
コントロール権を明らかにすることにより、個人の権利
利益を保護することをめざす。

施 策 情報共有の充実

重点プロジェクト

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

・平成15年7月1日施行の名張市個人情報保護条例に
基づく、実施機関の個人情報保護に係る管理・運用を
実施。また処分に対する不服申立てによる審査を実
施。
・個人情報保護審査会を設置（委員5名、任期2年間）。

H.28年度（事業量・取組実績） H.29年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

＜実績＞
・個人情報保護審査会開催回
数：２回

委員報酬　　35千円
費用弁償　　12千円
需用費　　   17千円

＜計画＞
・個人情報保護審査会開催予
定回数：4回

委員報酬 140千円
費用弁償 70千円
需用費 20千円

H.30年度(事業計画) H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画)

＜計画＞
・個人情報保護審
査会開催予定回
数：4回

委員報酬 140千円
費用弁償 70千円
需用費 20千円

＜計画＞
・個人情報保護審
査会開催予定回
数：4回

委員報酬140千円
費用弁償 70千円
需用費 20千円

＜計画＞
・個人情報保護審
査会開催予定回
数：4回

委員報酬140千円
費用弁償 70千円
需用費 20千円


